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三里地区浸水被害を軽減するため、県営地盤
沈下対策事業を通じて排水ポンプを設置し、
強力な導水路を建設します。

1

晴田小学校校門付近の安全を確保するため出分交差点
周辺の道路改良工事を実施し、中途で終わったままの
小城天山公園線の道路改良事業を再開させます。

2

3

県道小城・富士線上の北浦区間（長崎自動車
道下から温泉橋まで）は現道拡幅工事とし早
期に事業認可を求めます。

4

県道小城・杉山線の親水公園から岩松小学校
までの間の道路改良事業を実施します。5

広域農道(現市道：佐城農協三里支所から松
尾・佐賀停車場線と交差するまでの間）を県
道に昇格させます。

6

三日月小学校正門付近に信号機及び交通安全
施設を設置します。7

大字金田地区及び大字樋口地区等にクリーク
防災事業を実施します。8

（一部抜粋）県政編 （一部抜粋）

～県民生活の更なる向上を目指して～

砥川地区の定住人口を確保するため県営工場
団地の増設に向けて積極的に働きかけて参り
ます。

9

牛津町の本町交差点、江津
交差点、消防署南交差点の
改良工事を実施します。

10

九州新幹線西九州ルート開業に向けた地域振興策とし
て牛津駅に【跨線橋】が建設されるよう積極的に働き
かけて参ります。

11 大洪水から市民を守るため、牛津川の定期的な大規模浚渫(昨年
は10億円規模)を実施します。

12

国道444号線（三王崎交差点から道免区までの間）に
両側歩道を建設し、余地が多くある所では公園のよう
にできればと思っています。

13

福所江排水機場上流域の洪水対策として必要とされる
箇所に用排水施設の改修を実施します。14

芦刈町緊急の課題である水路及び畦畔の保全を図るた
め県営の新規事業を立ち上げる努力を惜しみません。15

台風や高潮などの自然災害から船を守るために大規模
な駐船場を建設します。16
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『がん』という病から佐賀県民
を守ります。私は現在の県病院
が九州でも有数のがんの拠点病
院になるよう育成し、また世界
最強の『がん』治療施設『九州
国際重粒子線がん治療セン
ター』が県民にとって利用しや
すい環境を作ります。

本県として高齢者の快適な
老後を阻む腰痛、膝痛に県
立病院好生館が真正面から
取り組むよう県の政策医療
の計画に盛り込んで参りま
す。

これから始まる超少子高齢社
会。この恐るべき国民負担に
しっかりと耐え抜く優秀な子
供たちを育てるため本県児童
の学力低下問題に真正面から
取り組んで参ります。

食の尊さ、有り難さ、だから
こその食事のマナーや食糧調
達の現況、何より米やミカン
などの地場産品の美味しさを
伝えるべく【食育】の徹底を
図って参ります。

介護の施設が足りません。障
害者の介護においてはその担
い手すら育ちません。施設の
建設はもとより介護に疲れ
きった人々を社会的に救出し
なければなりません。

我が国の食料調達の安定性
を確保し、本県農業を守る
ため私はこのＴＰＰ（環太
平洋経済連携協定）の参加
には断固反対を貫いて参り
ます。

東京便のあと一便の増便。計
５便化にとどまらず、世界の
格安航空会社の国際定期便を
就航させ、海外旅行を自由に
そして気軽に楽しめる時代を
作って参ります。

現在の景気低迷の第一原因は
経済の病たるデフレ経済にあ
ります。またこれを半ば放置
する政府及び日銀に対し地方
から粘り強く金融政策の正常
化を迫って参ります。

県道小城・富士線上の畑田交差点から中町交
差点までの間並びに須賀神社周辺の改良工事
を早期に完成させます。

舛添大臣に対し、抗がん剤の
未承認薬問題について陳情。

諫早湾干拓潮受堤防視察の
途中で。

町田農林水産
事務次官に対

し

県議会を代表
して陳情。
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